
年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（1,7組：石谷優太） (3,5組：高橋文子） （2,8組：今井暉人） （4,6組：岡田恵美）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】
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 評価対象；a. 授業におけるアクティビティ（パフォーマンステスト、ペアワーク等）の評価（②思考力・判断力・表現力，③学びに向か
う力・人間性等 / b.成果物（要約、意見論述のワークシート等）の評価（②思考力・判断力・表現力）  / c. 定期考査（①知識及び技
能） 合

計

67

10

定期考査
○ ○

cの評価項目において、単元の指導目
標に書かれている内容についての考査
問題によって評価する。

○

○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○３

学

期

Unit 7 At a Station in London

【戦争・平和】

①

【知識】提案を表す基本的な表現

や、歴史的な内容の発表で用いられ

る表現の特徴やきまりを理解してい

る。

【技能】提案を表す基本的な表現

や、歴史的な内容の発表で用いられ

る表現の特徴やきまりの理解を基

に、くまのパディントンについての

会話やホロコーストに関する発表の

内容を捉える技能を身に付けてい

る。

②

【知識】知覚動詞＋O+分詞、諸動詞

＋完了形、強調構文、仮定法過去完

了に関する事項を理解している。

【技能】知覚動詞＋O+分詞、諸動詞

＋完了形、強調構文、仮定法過去完

了に関する事項の理解を基に、くま

のパディントンの起源についての記

事とホロコーストから子どもたちを

救った人物の物語を読み取る技能を

身に付けている。

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○

cの評価項目において、単元の指導目
標に書かれている内容についての考査
問題によって評価する。 ○ 1

定期考査

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 8

Unit 6 Beyond Borders

【文化交流】

①

【知識】現在行われていることを表

す基本的な表現や、歴史的な内容の

発表で用いられる表現の特徴やきま

りを理解している。

【技能】現地レポートや発表で用い

られる表現の特徴やきまりの理解を

基に、アフリカでのイベントの様子

のレポートやカンボジアの遺跡につ

いての発表の内容を捉える技能を身

に付けている。

②

【知識】関係代名詞の非制限用法、

関係代名詞what、完了形の受動態に

関する事項を理解している。

【技能】関係代名詞の非制限用法、

関係代名詞what、完了形の受動態に

関する事項の理解を基に、国境を越

えた文化交流の内容を読み取る技能

を身に付けている。

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 8

Unit 5 Living Longer and Better

【健康・ライフスタイル】

①

【知識】過去や現在の生活習慣を表

す基本的な表現や、言い換え、例示

など発表で用いられる表現の特徴や

きまりを理解している。

【技能】対話や発表で用いられる表

現の特徴やきまりに理解を基に、自

分の家族についての対話や⾧寿と健

康につながる要因をテーマとした発

表の内容を捉える技能を身に付けて

いる。

②

【知識】関係副詞、SVC(C=that

節）、seem to do/ It seems that...

に関する事項を理解している。

【技能】関係副詞、SVC(C=that

節）、seem to do/ It seems that...

に関する事項の理解を基に、⾧寿と

健康につながるライフスタイルにつ

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

cの評価項目において、単元の指導目
標に書かれている内容についての考査
問題によって評価する。

○ 1

定期考査

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 8

Unit 4 With a Little Help

【ボランティア・社会貢献】

①

【知識】日常的な対話および過去の

活動を報告する際に用いられる慣用

的な表現の特徴やきまりを理解して

いる。

【技能】対話や報告で用いられる表

現の特徴やきまりに理解を基に、ボ

ランティア活動をテーマとした対話

や報告の内容を捉える技能を身に付

けている。

②

【知識】過去完了形、SV（V=知

覚・使役動詞）OC（C=原型不定

詞）、SVO1O2（O2＝if節／疑問詞

節に関する事項を理解している。

【技能】過去完了形、SV（V=知

覚・使役動詞）OC（C=原型不定

詞）、SVO1O2（O2＝if節／疑問詞

節に関する事項の理解を基に、ボラ

ンティア活動について書かれた文章

の内容を読み取る技能を身に付けて

いる。

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

cの評価項目において、単元の指導目
標に書かれている内容についての考査
問題によって評価する。

○ 1
定期考査

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 8

Unit 3 Ocean Life
【海洋環境】

①
【知識】対話や発表で用いられ
る表現や、数量とその増減を表
す表現の特徴やきまりを理解し
ている。
【技能】対話や発表で用いられ
る表現の特徴やきまりに理解を
基に、プラスチックごみについ
ての対話や漁業が直面する問題
をテーマとした講義の内容を捉
える技能を身に付けている。
②
【知識】itの用法（形式主語・
形式目的語）、助動詞を含む受
動態、仮定法過去、倍数表現に
関する事項を理解している。
【技能】itの用法（形式主語・
形式目的語）、助動詞を含む受
動態、仮定法過去、倍数表現に
関する事項の理解を基に、海洋
環境について書かれた文章の内
容を読み取る技能を身に付けて
いる。

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 8

Unit 2 Is That True?

【メディアリテラシー】

①

【知識】時間の⾧さを表す基本的な

表現、および情報を列挙して説明す

る際に用いられる慣用的な表現の特

徴やきまりを理解している。

【技能】対話や講義で用いられる表

現の特徴やきまりに理解を基に、イ

ンターネットの使用や情報検索を

テーマとした対話や講義の内容を捉

える技能を身に付けている。

②

【知識】関係代名詞、分詞の後置修

飾、SVO（O=if節／疑問詞節）に関

する事項を理解している。

【技能】関係代名詞、分詞の後置修

飾、SVO（O=if節／疑問詞節）に関

する事項の理解を基に、メディアリ

テラシーについて書かれた文章の内

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

cの評価項目において、単元の指導目
標に書かれている内容についての考査
問題によって評価する。

○ 1

定期考査

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の
指導目標に書かれている内容につい
て、各アクティビティ・成果物毎の評
価規準を定めて評価する。

○ ○ ○ 12

思 態
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当

時

数

１

学

期

Unit 1 From Another Point of
View 【異文化理解】

①
【知識】不定詞や動名詞を用い
た基本的な表現、および対話で
用いられる慣用的な表現の特徴
やきまりを理解している。
【技能】対話で用いられる表現
の特徴やきまりに理解を基に、
異文化理解をテーマとした対話
やインタビューの内容を捉える
技能を身に付けている。
②
【知識】受動態、不定詞、現在
完了形・現在完了進行形、動名
詞に関する事項を理解してい
る。
【技能】受動態、不定詞、現在
完了形・現在完了進行形、動名
詞に関する事項の理解を基に、
異文化理解について書かれた文
章の内容を読み取る技能を身に
付けている。
③
【技能】異文化理解について、
情報や考え、気持ちなどを即興
で伝え合う技能を身に付けてい
る。
【知識】受動態、不定詞、現在
完了形・現在完了進行形、動名
詞を用いた文の構造を理解して
いる。

・指導事項
①Passage1を用いた速読
②新出語彙の語彙指導
新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
③本文・問題の解説
構文・文法事項を詳解する。
④音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に
余裕があればRepeating,
Read&Look-up, Overlapping,
Shadowing等を行う。
⑤Retelling
ペア等でretellingの練習をす
る。

・教材
教科書、ワークシート等

・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行
う。
（例）生徒の音読をレコーディ
ングしたデータを提出させ、自
動採点し返却する、等。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

4技能5領域において、下部「英語コミュニケーションⅠの目標」に挙げている学びに向かう力、人間性等
を習得すること。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

聞くこと
[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況
などに応じて，日常的な話題や社会的な話題
について話された文等を聞いて，その内容を
捉える技能を身に付けている。

読むこと
[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況
などに応じて，日常的な話題や社会的な話題
について書かれた文等を読んで，その内容を
捉える技能を身に付けている。

話すこと[やり取り]
[知識]
英語の特徴やきまりに関する事
項を理解している。
[技能]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況
などに応じて，日常的な話題や社会的な話題
について，情報や考え，気持ちなどを，論理
性に注意して伝え合う技能を身に付けてい
る。

話すこと[発表]
[知識]
英語の特徴やきまりに関する事項を理解して

聞くこと
コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題につい
て，必要な情報を聞き取り，話し手の意図や概
要，要点を捉えている。

読むこと
コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題につい
て，必要な情報を読み取り，書き手の意図や概
要，要点を捉えている。

話すこと[やり取り]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題につい
て，情報や考え，気持ちなどを，話して伝え合う
やり取りを続けたり，論理性に注意して話して伝
え合ったりしている。

話すこと[発表]
コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題につい
て，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意し
て話して伝えている。

書くこと
コミュニケーションを行う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題や社会的な話題などにつ
いて，情報や考え，気持ちなどを，論理性に注意
して書いて伝えている。

聞くこと
外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，話し手に配慮しながら，主体的，自律的
に英語で話されることを聞こうとしている。

読むこと外国語の背景にある文化に対する理
解を深め，書き手に配慮しながら，主体的，
自律的に英語で書かれたことを読もうとして
いる。

話すこと[やり取り]
外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手，話し手に配慮しながら，主体
的，自律的に英語を用いて伝え合おうとして
いる。

話すこと[発表]
外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，聞き手に配慮しながら，主体的，自律的
に英語を用いて話そうとしている。

書くこと
外国語の背景にある文化に対する理解を深
め，読み手に配慮しながら，主体的，自律的
に英語を用いて書こうとしている。

Crossroads English Communication I 

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】4技能5領域において、下部「英語コミュニケーションⅠの目標」に挙げている知識及び技能を習得するこ
と。

4技能5領域において、下部「英語コミュニケーションⅠの目標」に挙げている思考力、判断力、表現力等
を習得すること。

八王子東 外国語
外国語 英語コミュニケーションⅠ 3



年間授業計画　新様式

高等学校 令和７年度（１学年用）     教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇

〇 〇

合
計

70

18〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。

〇 〇 〇

３
学
期

分詞

関係詞

分詞構文を理解し運用できるよう
にする
関係代名詞・関係副詞・複合関係
詞を理解し運用できるようにする

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。 〇 〇 〇

定期考査

26

定期考査

不定詞

動名詞

分詞
　
　

不定詞・動名詞・分詞を理解し運
用できるようにする

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。

〇 〇 〇

２
学
期

受動態

不定詞

受動態・不定詞を理解し運用できる
ようにする

○ ○

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。

○ ○ ○

定期考査

助動詞 助動詞の用法を理解し運用できる
ようにする

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。 ○ ○ ○

○ ○

時制

完了形

未来の予定等を表す表現、および
時や条件を表す副詞節で使う現在
形の用法を理解する
完了形を理解し運用できるように
する

定期考査

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。 ○ ○ ○

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこ
なし、情報や自分の考えを、要点や意図
を明確にしながら論理的に表現できる。 ○ ○ ○

26

文型

文の種類

時制

５文型・文の種類・時制の変化を
理解し運用できるようにする

態

配
当
時
数

１
学
期

品詞、句と節

文型

品詞や句と節・５文型を理解し運
用できるようにする

〇

支援なしで、英文を正しく作ることができる。
必要な英語のきまりや特徴を使いこなし、情報
や自分の考えを論理的に表現できる。

支援なしで、設問や課題に対する自分の考え
を、適切な英語を使いこなし、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現することができる。

支援なしで、与えられた課題に取り組み、積極
的に課題解決を達成し、自主的に別の課題にも
取り組む姿勢がある。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思

目的・場面・状況に応じて的確に相手の意図を理解し、自分の考えを適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

言葉の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションをはかろうとする態度を養
う。

論理・表現I

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（７組：富永・加藤文） （８組：髙橋文・加藤文）

be Engluish Logic and Expression I Smart

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深め、その知識を実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける

（１組：佐々木・今井） （２組：加藤文・佐々木） （３組：髙橋央・富永） （４組：今井・髙橋央） （５組：吉川・佐々木） （６組：佐々木・髙橋文）

八王子東 外国語 論理・表現I
外国語 論理・表現I 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（１組：石谷）（2組：今井）（３組：高橋）（４組：岡田）（５組：高橋）（６組：岡田）（７組：石谷）（８組：今井）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ ○ ○
合
計

30

ディベート ディベートのやり方を学び、説得
力のある内容でディベートを行う
ことができる

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

３
学
期

ディベート ディベートのやり方を学び、説得
力のある内容でディベートを行う
ことができる

○ ○ ○

プレゼンテーション
多読

日本の都道府県について外国人に
PRするプレゼンテーションをする
ことができる

語彙500語までのまとまった文章を
読むことができる。

○ 〇 〇 ○

○ ○ ○ ○

２
学
期

暗唱
多読

有名人のスピーチを真似て暗唱す
ることができる

語彙500語までの短い文章を読むこ
とができる。 ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○ ○ ○ ○ 7

インタビュー
多読

相手の言ったことに対して４文以
上の英文で応答することができる

語彙250語までのまとまりのある文
章を読むことができる。 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 8

インタビュー
多読

相手の言ったことに対して３文以
上の英文で応答することができる

語彙250語までのまとまりのある文
章を読むことができる。 ○ ○ ○

○ ○ 1
定期考査

○ ○ ○ ○ 8

自己紹介
多読

自分のことについて即興で相手に
伝わるように発表できる

語彙250語までの短い文章を読むこ
とができる。 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

１
学
期

自己紹介 自分のことについて英語で原稿を
書き、相手に伝わるように発表で
きる

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語探究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

モデル音声を真似て同じように英文を読むこと
ができる

英語で自分の考えを発信することができる 英語を使って相手に伝えようとする

be Logical Expression 

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深め、その知識を実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける

目的・場面・状況に応じて的確に相手の意図を理解し、自分の考えを適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

言葉の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いてコミュニケーションをはかろうとする態度を養う。

八王子東 外国語 英語探究
外国語 英語探究 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○
cの評価項目において、単元の指導目標に書かれている内容についての考査問題によって評価する。

○ ○ 1
定期考査

○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

8

8

 How We got to Now with Glass
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

1

３
学
期

 Putting iPS Cells into Practice
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

○
cの評価項目において、単元の指導目標に書かれている内容についての考査問題によって評価する。

○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

8

定期考査
○ ○

○ 1

 A long Way Home
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ ○

cの評価項目において、単元の指導目標に書かれている内容についての考査問題によって評価する。
○

○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

２
学
期

 Predictably Irrational
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○

○
cの評価項目において、単元の指導目標に書かれている内容についての考査問題によって評価する。

○ ○ 1
定期考査

○ ○

○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

○ ○ ○ 7

 Life in a Jar
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

○ ○ ○ 8

 How Did Pink Become a "Girl's
Color" in America
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

○
cの評価項目において、単元の指導目標に書かれている内容についての考査問題によって評価する。

○ ○ 1
定期考査

○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

○ ○ ○ 8

 Stay Hungry, Stay Foolish
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

a,bの評価対象項目において、単元の指導目
標に書かれている内容について、各アクティ
ビティ・成果物毎の評価規準を定めて評価す
る。

○ ○ ○ 5

思 態

配

当

時

数

１
学
期

 The culture map
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うため
の、文法や語彙等の知識の理解を深
め、それらを場面・状況に応じて使
う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容を
正確に把握し、それについて自分の
意見を持ち、わかりやすく表現する

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う（虫
食い、サイトラ）。時間に余裕があ
ればRepeating, Read&Look-up,
Overlapping, Shadowing等を行う。
 ④余裕があれば、 Summary

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

英語コミュニケーションⅡ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

4技能5領域の言語活動を行うための、文法や語
彙等の知識の理解を深め、それらを場面・状況
に応じて使う技能を養う。

教科書の文章や、話し手の内容を正確に把握し、
それについて自分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。

ペアワークなど、英語を用いたコミュニケー
ションを積極的に行う姿勢を育てる。

ELEMENT　English Communication Ⅱ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、適切に活用できる技能を身に付ける。

場面、状況に応じて情報や考えを的確に把握し、自らの考え等を適切に表現する力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いる態度を養う。

（1組、８組：服部）（２組、６組：下山）（３組、７組：吉川）（４組、５組：坂本）

外国語 英語コミュニケーションⅡ

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度 (2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

Le
ss

〇 〇

〇 〇

〇 〇 合
計

70

18

形容詞・副詞 形容詞・副詞などを理解し運用でき
るようにする

〇 〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。 〇

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。 〇 〇 〇

３
学
期

代名詞 代名詞などを理解し運用できるよう
にする

〇

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。 〇 〇 〇

定期考査

26

定期考査

話法

強調・倒置・挿入・省略

さまざまな表現

話法・倒置、強調、挿入、省略・さ
まざまな表現などを理解し運用でき
るようにする

〇

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。 〇 〇 〇

２
学
期

接続詞

疑問文・否定文

接続詞・疑問文・否定文などを理解
し運用できるようにする

〇

○ ○

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。 ○ ○ ○

定期考査

比較 比較などを理解し運用できるように
する

〇

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。

○ ○ ○

○ ○

仮定法

比較

仮定法・比較などを理解し運用でき
るようにする

〇

定期考査

〇

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。

○ ○ ○

支援なしで英文を正しく作ることができ
る。必要な英語のきまりや特徴を使いこな
し、情報や自分の考えを、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現できる。

○ ○ ○

26

仮定法 仮定法などを理解し運用できるよう
にする

〇

態

配
当
時
数

１
学
期

関係詞
　
仮定法

関係詞・仮定法などを理解し運用で
きるようにする

〇 〇

支援なしで、英文を正しく作ることができる。
必要な英語のきまりや特徴を使いこなし、情報
や自分の考えを論理的に表現できる。

支援なしで、設問や課題に対する自分の考え
を、適切な英語を使いこなし、要点や意図を明
確にしながら論理的に表現することができる。

支援なしで、与えられた課題に取り組み、積極
的に課題解決を達成し、自主的に別の課題にも
取り組む姿勢がある。

指導項目・内容

領域

評価規準 知 思

目的・場面・状況に応じて的確に相手の意図を理解し、自分の考えを適切に表現したり伝えあったりする力を養う。

言葉の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションをはかろうとする態度を養
う。

論理・表現Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

be English Logic and Expression Ⅱ Smart

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の理解を深め、その知識を実際のコミュニケーションにおいて適切に活用できる技能を身につける

（1,3組：坂本） (2,6組：服部） （4,5組：石谷） （7,8組：下山）

外国語 論理・表現Ⅱ
外国語 論理・表現Ⅱ 2



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（3学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

合

計

76

３

学

期

授業無し

○ ○ ○ 1
定期考査

○

単元の指導目標に書かれている内容につ
いて、諸活動、課題を通して評価する。

20

芸術論・心理学
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○ ○

○ ○ ○ 1
定期考査

○

単元の指導目標に書かれている内容につ
いて、諸活動、課題を通して評価する。

20

○ 1

２

学

期

社会・教育学
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ ○

○

単元の指導目標に書かれている内容につ
いて、諸活動、課題を通して評価する。

○ ○ ○

単元の指導目標に書かれている内容につ
いて、諸活動、課題を通して評価する。

○ ○ ○ 8

文化・教養
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○

○ 1

自然科学
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○ ○

8

定期考査
○ ○ ○

○

単元の指導目標に書かれている内容について、諸活動、課題を通して評価する。

○ ○ ○

単元の指導目標に書かれている内容につ
いて、諸活動、課題を通して評価する。

○ ○ ○ 8

社会科学
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○

態

配

当

時

数

１

学

期

人文科学
【知識及び技能】
　4技能5領域の言語活動を行うた
めの、文法や語彙等の知識の理解
を深め、それらを場面・状況に応
じて使う技能を養う。
【思考力、判断力、表現力等】
　教科書の文章や、話し手の内容
を正確に把握し、それについて自
分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。
【学びに向かう力、人間性等】
　ペアワークなど、英語を用いた
コミュニケーションを積極的に行
う姿勢を育てる。

・指導事項
①新出語彙の発音指導
語彙リストを使用
 ②本文・問題の解説
 ③音読
音読は音読シートを用いて行う
（虫食い、サイトラ）。時間に余
裕があればRepeating, Read&Look-
up, Overlapping, Shadowing等を
行う。
 ④余裕があれば、 Summary
Writingなどを行う。

・教材
教科書、ワークシート等
・一人１台端末の活用　等
Teamsを通じて課題配信等を行う。

○ ○ ○

4技能5領域の言語活動を行うための、文法や
語彙等の知識の理解を深め、それらを場面・
状況に応じて使う技能を養う。

教科書の文章や、話し手の内容を正確に把握し、
それについて自分の意見を持ち、わかりやすく表
現する力を身に付ける。

ペアワークなど、英語を用いたコミュニケー
ションを積極的に行う姿勢を育てる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思

場面、状況に応じて情報や考えを的確に把握し、自らの考え等を適切に表現する力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、主体的に外国語を用いる態度を養う。

英語コミュニケーションⅢ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（７組：加藤　　）（８組：高橋　　）

Crown Ⅲ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深め、適切に活用できる技能を身に付ける。

（１組：加藤　　）（２組：富永　　） （３組：富永　　） （４組：佐々木　　）（５組：高橋　　）（６組：佐々木）

八王子東 外国語 英語コミュニケーションⅢ

外国語 英語コミュニケーションⅢ 3



年間授業計画　様式例

高等学校 令和7年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ Vision QuestⅢ Logic and Expression （啓林館） ） （７組：坂本・服部）（８組：服部・今井）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ ○

1

合

計

45

○ 6

定期考査

○ ○

○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 日本とアメリカの課外活動につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話して伝え合
う技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
日本とアメリカの課外活動の比較につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝え合おうとしている。

○ ○

○ ○ 1

３

学

期

Lesson 7
異文化
What do you do after school?
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（日本とアメリカの
課外活動）について, 使用する語
句や文，対話の展開などにおい
て，支援をほとんど活用しなくて
も，複数の資料を活用しながら，
多様な語句や文を目的や場面，状
況に応じて適切に用いて，意見や
主張，課題の解決策などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話
して伝え合うことができる。
(2) 書くこと
日常的な話題（日本とアメリカの
課外活動）について，使用する語
句や文，事前の準備において，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫し
て複数の段落からなる文章で詳し
く書いて伝えることができる。

話題 課外活動の違い：日本とアメ
リカの課外活動の形態について，
やり取りされる学生同士のメール
文を読んで，それぞれの課外活動
の特徴や違いを理解する。
表現 物事の正負の影響（Positive
and negative affects）：物事の
正負の影響に関する表現を理解
し，場面や状況，目的に応じた適
切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：ア
メリカの課外活動と日本の課外活
動の形態のどちらが良いと思うか
について，自分の経験を踏まえ
て，自分の意見を理由や具体例な
どとともに，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。

○ ○ 5

定期考査 ○ ○

4

Lesson 9
情報化社会
Should we use social media?
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（高
校生のSNS利用）について, 使用す
る語句や文，対話の展開などにお
いて，支援をほとんど活用しなく
ても，複数の資料を活用しなが
ら，多様な語句や文を目的や場
面，状況に応じて適切に用いて，
意見や主張，課題の解決策など
を，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話して伝え合うことができ
る。
(2) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（高
校生のSNS利用）について，使用す
る語句や文，事前の準備におい
て，支援をほとんど活用しなくて
も，複数の資料を活用しながら，
多様な語句や文を目的や場面，状
況に応じて適切に用いて，意見や
主張などを，論理の構成や展開を
工夫して複数の段落からなる文章
で詳しく書いて伝えることができ

話題 SNSの好影響と悪影響： SNS
のプラス面とマイナス面について
書かれた記事を読んで，SNSが日常
生活に与える影響について考え
る。
表現 類似（Similarity）：類似を
表す表現を理解し，場面や状況，
目的に応じた適切な文を組み立て
る。
論理 パラグラフ［書くこと］：
SNSの使用のメリットとデメリット
について，自分の考えを理由や具
体例などとともに，論理的な構成
や展開を工夫して書いて伝える。

○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 高校生のSNS利用について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話して伝え合う技能を身
に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，
相手に理解してもらえるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳
しく話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
高校生のSNS利用の利点と欠点について，
相手に理解してもらえるように，複数の
資料を活用しながら，自分の意見や主張
などを，論理の構成や展開を工夫して詳
しく話して伝え合おうとしている。

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 コミュニケーションスタイルの比較
について，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合う技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
コミュニケーションスタイルの比較につ
いて，相手に理解してもらえるように，
複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
コミュニケーションスタイルの比較につ
いて，相手に理解してもらえるように，
複数の資料を活用しながら，自分の意見
や主張などを，論理の構成や展開を工夫
して詳しく話して伝え合おうとしてい
る。

○ ○ ○

○ ○ 1

Lesson 8
異文化
Direct and indirect ways of
communication
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題や社会的な話題（２
つのコミュニケーションスタイ
ル）について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張，
課題の解決策などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話して伝
え合うことができる。
(2) 書くこと
日常的な話題や社会的な話題（２
つのコミュニケーションスタイ
ル）について，使用する語句や
文，事前の準備において，支援を
ほとんど活用しなくても，複数の
資料を活用しながら，多様な語句
や文を目的や場面，状況に応じて
適切に用いて，意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して
複数の段落からなる文章で詳しく

話題 異なるコミュニケーションス
タイル：２つのコミュニケーショ
ン文化（高コンテクストと低コン
テクスト）について話される講義
を聞いて，それぞれの特徴や違い
を理解する。
表現 差異（Differences）：差異
を表す表現を理解し，場面や状
況，目的に応じた適切な文を組み
立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：日
本人にとって，高コンテクストの
コミュニケーションが有益かどう
かについて，自分の考えを理由や
具体例などとともに，論理的な構
成や展開を工夫して書いて伝え
る。

○

○ ○ 4

定期考査 ○ ○

4

Lesson 6
医療／健康
Healthy (1) 話すこと［やり取
り］
日常的な話題（生活スタイルの改
善）について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張，
課題の解決策などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話して伝
え合うことができる。
(2) 書くこと
日常的な話題（生活スタイルの改
善）について，使用する語句や
文，事前の準備において，支援を
ほとんど活用しなくても，複数の
資料を活用しながら，多様な語句
や文を目的や場面，状況に応じて
適切に用いて，意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して
複数の段落からなる文章で詳しく
書いて伝えることができる。

話題 健康的な生活スタイル：クラ
スメートのジェイクと沙也加との
会話を聞いて，ジェイクの状況や
問題点を理解し，健康的な生活へ
のアドバイスを考える。
表現 結果（Result）：結果を表す
表現を理解し，場面や状況，目的
に応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：
ジェイクのクラスメートとして，
生活の問題点と改善策を示して助
言するため，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。 ○ ○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 生活スタイルの改善について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく話して伝え合う技能を
身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
友達に生活スタイルの改善を助言できる
ように，複数の資料を活用しながら，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話して伝え合ってい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
友達に生活スタイルの改善を助言できる
ように，複数の資料を活用しながら，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話して伝え合おうと
している。

○

○ ○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 オンライン診療と対面診療につい
て，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話して伝え合
う技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
オンライン診療と対面診療の利点につい
て，相手に理解してもらえるように，複
数の資料を活用しながら，自分の意見や
主張などを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝え合おうとしている。

○ ○ ○

２

学

期

Lesson 5
医療／健康
Online doctor consultations
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（オンライン診療と
対面診療）について, 使用する語
句や文，対話の展開などにおい
て，支援をほとんど活用しなくて
も，複数の資料を活用しながら，
多様な語句や文を目的や場面，状
況に応じて適切に用いて，意見や
主張，課題の解決策などを，論理
の構成や展開を工夫して詳しく話
して伝え合うことができる。
(2) 書くこと
日常的な話題（オンライン診療と
対面診療）について，使用する語
句や文，事前の準備において，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫し
て複数の段落からなる文章で詳し
く書いて伝えることができる。

話題 オンライン診療：留学中にイ
ンターネットで調べた病院のウェ
ブサイトを見て，オンライン診療
と対面診療の利点について考え
る。
表現 代替（Alternatives）：代替
を表す表現を理解し，場面や状
況，目的に応じた適切な文を組み
立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：オ
ンライン診療と対面診療の利点に
ついて考え，どちらがより良いと
思うかについて，論理的な構成や
展開を工夫して書いて伝える。

○

○ ○ 1定期考査 ○ ○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 今までの重要な決断について，自分
の意見や主張などを，論理の構成や展開
を工夫して詳しく話して伝え合う技能を
身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
今までの重要な決断について，相手に理
解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
て伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
今までの重要な決断について，相手に理
解してもらえるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
て伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 4

D 単元Lesson 4
心理
How do we make decisions?

【知識及び技能】
　(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（決断スタイル）に
ついて, 使用する語句や文，対話
の展開などにおいて，支援をほと
んど活用しなくても，複数の資料
を活用しながら，多様な語句や文
を目的や場面，状況に応じて適切
に用いて，意見や主張，課題の解
決策などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話して伝え合うこ
とができる。

【思考力、判断力、表現力等】
(2) 書くこと
日常的な話題（決断スタイル）に
ついて，使用する語句や文，事前
の準備において，支援をほとんど
活用しなくても，複数の資料を活
用しながら，多様な語句や文を目
的や場面，状況に応じて適切に用
いて，意見や主張などを，論理の
構成や展開を工夫して複数の段落
からなる文章で詳しく書いて伝え
ることができる。

話題 決断：心理学の授業で，2つ
の異なる「決断スタイル」に関す
る講義を聞いて、それぞれの特徴
や違いを理解する。
表現 判断の根拠（Bases of
decisions）：判断の根拠を表す表
現を理解し，場面や状況，目的に
応じた適切な文を組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：こ
れまでの重大な決断について，い
つどのように決断したか，また決
断の結果について，論理的な構成
や展開を工夫して書いて伝える。

○ ○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 自分の性格の変化について，自分の
意見や主張などを，論理の構成や展開を
工夫して詳しく話して伝え合う技能を身
に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
自分の性格の変化について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の性格の変化について，相手に理解
してもらえるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 5

C 単元Lesson 3
心理
Can you change your
personality?

【知識及び技能】
　(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（性格の変化）につ
いて, 使用する語句や文，対話の
展開などにおいて，支援をほとん
ど活用しなくても，複数の資料を
活用しながら，多様な語句や文を
目的や場面，状況に応じて適切に
用いて，意見や主張，課題の解決
策などを，論理の構成や展開を工
夫して詳しく話して伝え合うこと
ができる。

【思考力、判断力、表現力等】
(2) 書くこと
日常的な話題（性格の変化）につ
いて，使用する語句や文，事前の
準備において，支援をほとんど活
用しなくても，複数の資料を活用
しながら，多様な語句や文を目的
や場面，状況に応じて適切に用い
て，意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して複数の段落か
らなる文章で詳しく書いて伝える

話題 悩み相談コラム：相談コラム
に寄せられた性格に関する悩みと
返信の投稿を読んで，悩みと助言
を理解する。
表現 関係（Relationship）：物事
の関係を表す表現を理解し，場面
や状況，目的に応じた適切な文を
組み立てる。
論理 パラグラフ［書くこと］：自
分の性格について，子供の頃の性
格と比較しながら，理由や具体例
とともに，論理的な構成や展開を
工夫して書いて伝える。

○ ○

○ ○ 1定期考査 ○ ○

○

【知識及び技能】
知識 自分の意見や主張などを伝え合うた
めに必要となる論理の構成や展開及び表
現等を理解している。
技能 初級の言語学習者が使うべき辞書の
種類について，自分の意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して詳しく
話して伝え合う技能を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類
を助言できるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合っている。
【学びに向かう力、人間性等】
初級の言語学習者が使うべき辞書の種類
を助言できるように，複数の資料を活用
しながら，自分の意見や主張などを，論
理の構成や展開を工夫して詳しく話して
伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 4

B 単元Lesson 2　 Which is
better, a paper or an
electronic dictionary?
【知識及び技能】
　(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（紙の辞書と電子辞
書）について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張な
どを，論理の構成や展開を工夫し
て詳しく話して伝え合うことがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
(2) 書くこと
日常的な話題（紙の辞書と電子辞
書）について，使用する語句や
文，事前の準備において，支援を
ほとんど活用しなくても，複数の
資料を活用しながら，多様な語句
や文を目的や場面，状況に応じて
適切に用いて，意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して
詳しく書いて伝えることができ
る。

【学びに向かう力、人間性等】
(3) 話すこと［発表］
日常的な話題（紙の辞書と電子辞
書）について，使用する語句や
文，事前の準備において，支援を
ほとんど活用しなくても，複数の
資料を活用しながら，多様な語句
や文を目的や場面，状況に応じて
適切に用いて，意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して
詳しく話して伝えることができ
る。

話題 紙の辞書と電子辞書：書店で
販売員が話す「紙の辞書」と「電
子辞書」の説明を聞いて，それぞ
れの特徴や違いを理解する。
表現 譲歩（Concession）：譲歩す
る表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立て
る。
論理 プレゼンテーション［話すこ
と（発表）］：初級言語学習者は
「紙の辞書」と「電子辞書」のど
ちらを使うのが良いかについて，
自分の意見を論理的な構成や展開
を工夫して話して伝える。

○ ○

○

知識技能 ：自分の意見や主張などを伝え
合うために必要となる論理の構成や展開
及び表現等を理解している。
技能 問題の解決策を助言するために，自
分の意見や主張などを，論理の構成や展
開を工夫して詳しく話して伝え合う技能
を身に付けている。
思考・判断・表現：問題の解決策を助言
できるように，複数の資料を活用しなが
ら，自分の意見や主張などを，論理の構
成や展開を工夫して詳しく話して伝え
合っている。
主体的に学びに向かう姿勢：問題の解決
策を助言できるように，複数の資料を活
用しながら，自分の意見や主張などを，
論理の構成や展開を工夫して詳しく話し
て伝え合おうとしている。

○ ○ ○ 4

思 態

配

当

時

数

１

学

期

A 単元Lesson 1
学習／言語
Friendship and improvement
【知識及び技能】
(1) 話すこと［やり取り］
日常的な話題（問題解決のための
助言）について, 使用する語句や
文，対話の展開などにおいて，支
援をほとんど活用しなくても，複
数の資料を活用しながら，多様な
語句や文を目的や場面，状況に応
じて適切に用いて，意見や主張，
課題の解決策などを，論理の構成
や展開を工夫して詳しく話して伝
え合うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】
(2) 書くこと
日常的な話題（問題解決のための
助言）について，使用する語句や
文，事前の準備において，支援を
ほとんど活用しなくても，複数の
資料を活用しながら，多様な語句
や文を目的や場面，状況に応じて
適切に用いて，意見や主張など
を，論理の構成や展開を工夫して
詳しく書いて伝えることができ
る。

話題 学生の悩み解決：留学中の2
人の日本人学生から送られた相談
メールを読んで，それぞれの悩み
を解決する。
表現 助言（Advice）：助言を与え
る表現を理解し，場面や状況，目
的に応じた適切な文を組み立て
る。
論理 パラグラフ［書くこと］：留
学中の学生に悩みの解決策を助言
するために，論理的な構成や展開
を工夫して書いて伝える。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

［知識］
英語の特徴やきまりに関する事項及びその働きや
役割を理解している。
［技能］
目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して，詳しく話した
り書いたりして伝え合うことができる技能を身に
付けている。

目的や場面，状況に応じて，自分の意見や主張など
を論理の構成や展開を工夫して，詳しく話したり書
いたりして伝え合っている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞
き手・読み手など他者に配慮しながら，主体的・
自律的に表現しようとている。

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅲ

（１組：石谷・坂本）（２組：高橋文・服部）（３組：高橋央・石谷） （４組：下山・高橋文）（５組：今井・岡田）（６組：岡田・下山）
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